
わが国のスポーツ環境を欧州と比較すると、　1　日当た
りのスポーツ活動時間（表①参照）が非常に少ないよう
です。これは、私たちがスポーツをする人を「選手＝選
ばれた人」ととらえていて、自ら敷居を高くしている面
があります。欧米では「プレーヤー＝スポーツを楽しむ
人」であり、いろいろな年齢の人がそれぞれの価値観で
スポーツを楽しんでいます。 
また、日本はスポーツクラブの数が多いのに、所属し

ている会員数の人口比率（会員数／人口）が少ないこと
が分かります（表②参照）。これは、国内にある35万ほ
どのクラブの多くが学校運動部活動などの小さな単一ク
ラブだからです。中学生・高校生のスポーツ実施率は諸
外国よりも高い割合にありますが、学校を卒業すると、
運動を引退してしまうケースが多いようです。仕事や家
庭生活が手いっぱいで、とても体を動かすまで手が回ら
ないといった事もあるようですが、余暇時間をうまく利
用して、運動を継続していくことは、健康の維持やより
豊かな社会生活を営む基盤となります。 
働く世代の方々にスポーツを楽しんでもらえるように、

体育協会など多方面のスポーツ団体と連携を図りながら、
生涯を通してスポーツに親しむことができる社会の実現
に向けて努力しています。 
何かを始める時、きっかけを見つけることが第一歩で

す。この夏は、環境問題を主要テーマに掲げる北海道洞

爺湖サミットが開催されます。車通勤を月に数回の徒歩
または自転車通勤に変更してみてはどうでしょう。環境
に優しく健康にも配慮した取り組みになることでしょう。 

●期日　　4　月27日（日）・29日（火・祝）・　5　月　3　日（土・祝） 
●場所　　開会式＝市総合公園野球場　　野球＝市総合公園

野球場・土岐津小学校運動場　　ソフトボール＝市
総合公園多目的広場　　剣道＝土岐津体育館　　サ
ッカー＝市総合公園多目的広場　　空手＝スポーツ
センター 


